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［第 1号議案］ 



- 2 - 

 

 

日常生活にも息苦しさを感じられる様々な出来事が多いなか、会員の皆さまの

ご理解とご協力と活動犬たちの素晴らしい活躍のおかげで、２０２２年度の活動を

安全無事におこなえました事を心から感謝申し上げます。 

 

２０２２年度の活動も、新型コロナウイルス感染予防について学校や施設側と丁

寧に打ち合わせをおこない、各活動に参加いただきました会員一人一人にご協力

いただいた結果、当会員が活動において新型コロナウイルスに罹患することなく安

全に活動をおこなえました。児童数の多い小学校に対しては、活動犬不足による

犬１頭にたくさんの児童とならないように複数日に分けることで対応した結果、授業

内容も充実したものとなりました。しかし連日の活動による参加会員と活動犬への

負担を考慮し計画を立てましたが、さらなる負担軽減が課題として残りました。活動

においては、癒しや学びなど活動先一つ一つの目的に沿いながら、活動内容を工

夫する事により訪問した施設・学校それぞれからたくさんの励みになる言葉や感想

文をいただきました。活動犬や会員の減少は続いておりますが、自主研修を再開

し多くの会員や活動犬・活動候補犬に参加いただいたことにより活気ももどり、新会

員や活動候補犬たちの活動参加に向けて勉強の場にもなっています。 

 

ペットの防災については、「ペット同行避難」をおこなうために必要な備えにつ

いて各地区防災訓練に講師として参加いたしました。また前年より半分のスペース

となりましたが「仙台防災未来フォーラム 2023」に参加しました。ペット飼育者と避

難所運営側にむけ啓発をおこないましたが、幅広い世代の来場があり、また様々

な立場で災害から命を守るための考え方や行動・備えを改めて学ぶ機会にもなり

ました。避難所におけるペット連れ避難者の受け入れについては、少しずつ改善

の方向がみられますが、地域により格差があります。またペット飼育者も備えにつ

いての情報がまだまだ不足しており、新聞・テレビを見ない世代への発信の方法の

見直しが必要と感じました。 

 

動物管理センターにおけるシッターについては、収容される犬はここ数年少な

くシッターの活動依頼は減少しております。とても喜ばしい状況が継続されている

中、譲渡候補犬に対して、より丁寧なシッターをしていただきました。 

 

 

 

 

 
 

総括 
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１．動物介在活動・介在療法・介在教育並びに不登校に係わる事業 

≪動物介在活動≫ 

●社会福祉法人なのはな会 こまくさ苑 

＜目的＞重度知的障がい者（通称：ゲンデル）の方と約 30分の時間を過ごします。身体や視覚・聴覚が 

不自由な方には施設担当者が付き添いながら、動物とのふれあいを楽しみます。職員の方と綿密な打ち合 

わせをしながら、対象者の状態（体力や視覚・聴覚・触覚・会話等）に合わせ、動物とのふれあいが対象 

者に良い刺激となるような活動を行うことを目的としています。 

＜実施日＞ 6/9・9/8・10/13・3/8  計 4回  会員のべ 18名・活動犬のべ 8頭参加 

 

●仙台市適応指導センター 児遊の杜 

＜目的＞不登校の児童生徒が通級できるようになるきっかけ作りに関わります。動物を介して会員と 

自然なコミュニケーションがとれるよう配慮し、複数の児童生徒が同じ空間で一緒の時間を緊張せず 

過ごせるよう子ども達に寄り添い、犬や人に対する気持ちを表現するきっかけ作りに関与します。  

  ＊対象:小学 1年生～中学 3年生 

＜実施日＞ 10/6・11/10・12/7・1/11・3/1 計５回  会員のべ 22名・活動犬のべ 10頭参加 

 

●宮城県施設 （守秘義務により施設名非公表） 

＜目的＞対象者にふれあいを通じて 動物の優しさ、あたたかさを感じてもらい、又 会員との交流 

の中で楽しく、安心した時間を過ごしてもらうことを目的としています。 

＜実施日＞6/15・8/17・10/7・12/23・3/24 計 5回 会員のべ 19名・活動犬のべ 9頭 

 

●仙台市動物管理センター協働 
・Casa Live Well(カーサ リヴ ウェル)錦ヶ丘  
＜目的＞成人(18歳～60代)が入所する、障がい(知的、精神)福祉サービス宿泊型自立訓練施設にて 

動物（犬）を介して動物の気持ちや正しい触れ合い方を学び、ペットとの生活の楽しさや飼い主の責任を

学ぶ機会の一助になることを目的とします。 

（仙台市出前講座『楽しいペットとの生活～人と動物の共生を目指すアニパル仙台と学ぶ』に応募有） 

＜実施日＞ 6/24 成人(軽度障がい者)12名  会員 4名・活動犬 3頭参加 

 

・夏休みふれあいわんにゃん工作教室 

＜目的＞犬や猫を飼っていない小学生親子が参加し、動物（犬・猫）のことを知り、 

犬猫とのふれあい、散歩、犬猫のおもちゃや七夕飾り等の工作を体験することを目的としています。 

＜実施日＞ 7/26 参加親子 5組（親 5名 子 6名）  会員 5名・活動犬 3頭参加 

 

下記活動は、新型コロナウィルス感染症拡大により、本年度なし 

・医療法人社団初心会 杜のホスピタル・あおば 

・一般財団法人広南会 広南病院東北療護センター（独立行政法人自動車事故対策機構） 

 

≪動物介在療法≫ 本年度実施なし 

 
 
 
 

事業報告 
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≪動物介在教育≫ 

●仙台市立小学校（仙台市協働） 
＜目的＞動物（犬）とのふれあいを通し、動物（犬）のあたたかさを体感し、犬との正しい触れ合い方

や命の大切さを知ることを目的としています。各学校の様子や先生方の希望・ねらいを取り入れながら、

それぞれ生活科・道徳の時間の授業の一環として実施しています。 テーマ：「犬と仲良くなろう」 

＜実施日・活動場所・内容＞  計 16回(11校) 

日時 実施校 対象児童 参加会員 参加動物 
アニパル 

参加 

7/11 鶴巻小 1年生 75名  11名 犬６頭 2名 

9/8 松森小学校 2年生 46名  ９名 犬 4頭 1名 

9/16 太白小学校 2年生 34名 ８名 犬 3頭 1名 

9/28 連坊小路小学校 1年生 73名 9名 犬 5頭 3名 

10/4 太白小学校 1年生 28名 7名 犬 3頭 1名 

10/14 野村小学校 1年生 2年生 計 9名 3名 犬 1頭 1名 

10/17 中山小学校 1年 1組 28名 6名  犬 3頭 1名 

10/18 中山小学校 1年 2組 27名 7名 犬 3頭 1名 

10/19 中山小学校 1年 3組 27名 6名 犬 3頭 1名 

11/8 市名坂小学校 1年 1組 29名 7名 犬 3頭 1名 

11/9 市名坂小学校 1年 2組 31名 7名 犬 3頭 1名 

11/10 市名坂小学校 1年 3組 31名 6名 犬 3頭 1名 

11/15 東仙台小学校 1年生  53名 8名 犬 5頭 1名 

11/25 八本松小学校 1年生  81名 9名 犬 7頭 2名 

12/13 広瀬小学校 2年生  80名 9名 犬 6頭 2名 

1/17 鶴が丘小学校 1年生  39名 7名 犬 4頭 1名 

 

●児童館 
＜目的＞  

◆幼児親子対象の活動：「わんちゃんとふれあおう」をテーマに、優しい犬たちと穏やかで楽しい時間 

を過ごしてもらいます。また幼児が突然走り寄ってさわったり大人が子どもに犬を無理にさわらせよう 

としたりする行為の危険性を学んでもらいます。   

◆小学生対象の活動：犬との正しいふれあい方や犬の身体、犬の気持ちを知ると共に、子ども達が犬に 

ついて知りたい事を自ら学ぶ機会とします。 

●利府町西部児童館(特定非営利活動法人みやぎ・せんだい子どもの丘) 

＜実施日＞ 10/22 児童 8名  会員 5名・活動犬 2頭参加 

 

●仙台市鶴巻児童館(特定非営利活動法人みやぎ･せんだい子どもの丘) 

＜実施日＞ 12/3 児童 8名  会員 5名・活動犬 2頭参加 
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≪不登校に関わる事業≫ （仙台市協働） 

・仙台市適応指導センター「児遊の杜」「杜のひろば」入級児童生徒「仙台市動物管理センター職場体験」 

＜目的＞仙台市動物管理センターの業務や収容動物（犬・猫）のことを知り、そこで働く人々 

（獣医師・職員・ボランティアなど）の役割の理解と、作業体験の一環として、犬・猫のお世話を行

います。 

＜実施日＞12/5   参加児童生徒 14名 

12/14 参加児童生徒 18名  会員のべ 13名・活動犬のべ 5頭参加 

≪セミナー・しつけ方教室開催事業≫ 

① 会員向けセミナー・しつけ方教室（エーキューブ自主研修時間内） 

新型コロナウィルス感染症拡大により、本年度なし 

 

２． 動物の防災及び被災動物の救護に係わる事業 

≪防災活動≫ 

① 令和 4年度仙台市総合防災訓練   会員への緊急時連絡訓練メール実施  実施日：6/12  

② 6/19川平地区防災セミナー講師 仙台市協働 

③ 10/15川平地区防災訓練 ペット同行避難講話 

④ 10/28大沢広陵地域包括支援センター防災研修講師 仙台市協働  

⑤ 10/17宮城県白石高校生と面談 ペット同行避難に関する研究支援 

⑥ 3/4仙台防災未来フォーラム 2023 国際センター展示棟ブース参加 （仙台市協働） 

～ペット同行避難＆災害に備えてのポイントに関しての展示・啓発等～ 

 
≪講師依頼対応≫ 

  なし 

 

≪仙台市被災動物救護対策連絡会事業≫  
  なし 

 

３．人と動物の関係に係わる支援事業 

≪講演会・セミナー等参加・聴講≫  

本年度なし 
 

４．動物愛護啓発に係わる事業 

 
≪譲渡事業（仙台市協働）≫   実施場所：仙台市動物管理センター 

本年度実施なし   

 

≪マナーアップ啓発事業への参加・協力 （仙台市協働）≫ 

① 10/16みやぎのまつり 

② 11/3青葉区民まつり 

 

 

 

 

 

 



- 6 - 

 

≪動物愛護に関する活動への参加・協力≫  

①動物愛護週間行事 

『動物慰霊祭』実施日：9/12 会場：仙台市動物管理センター 

 

②仙台市動物愛護協議会(遠地の委員はオンラインにより出席) 

実施日：1/28    会場：エル・パーク仙台 5階 セミナーホール 1・2 

参加：理事長(協議会委員) 

 

③ アニパル仙台出身猫の「猫日和写真展」※広報で協力 

実施日：2/16～2/27  会場：スリーエム仙台市科学館 

実施日：3/4～3/17   会場：仙台市動物管理センター  

 
※『どうぶつフェスタ in MIYAGI』⇒新型コロナウィルス感染拡大により、中止 

 
≪講演会・セミナー等受講≫  

・12/6 ｢弁護士に学ぶペットの適正飼養セミナー｣への参加 仙台市動物管理センター 

 

５．その他、第３条の目的を達成するために必要な事業 

 本年度なし 
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１．通常総会の開催 

 

1．通常総会の開催 

■第 16回通常総会 ※新型コロナウィルス感染症拡大防止の為、書面表決にて実施 

日時 ２０２２年５月１８日（水）１３：３０～１５：００  会場：みやぎ NPOプラザ 

議事 第 1号議案 2021年度事業報告及び決算の承認 

第 2号議案 2022年度事業計画(案)及び予算(案)の承認 

     

２．理事会の開催 

■２０２２年度第１回理事会  4/13みやぎ NPOプラザ  出席理事 6名(表決委任者 1名) 

議事 第 1号議案 2021年度事業報告および活動決算に関する件 

第 2号議案 2022年度事業計画および活動予算に関する件 

 

３．定例会等の開催 

■業務監査（2021年度業務監査）    4/19 みやぎ NPOプラザ 

■定例会 計 3回(4/13・7/12・2/7) みやぎ NPOプラザ 

 

４．研修・講師等 

①エーキューブ自主研修    

（活動練習・事業説明・活動犬の検査・入会希望者の見学随時受入れ・入会対応等含む）） 

実施日：6/22 8/24 11/30 2/22 3/15 計 5回  会場：仙台市動物管理センター 

   ※1/25寒波降雪により中止 

 

５．取材対応他 

①アイリスオーヤマ 7/13  会場：仙台市動物管理センター 

ペット同行避難について必要な知識と現状、ペットの避難袋の準備について 7/13 

仙台市動物管理センター 3名 仙台市獣医師会 2名 当理事 2名にて対応 

                                                 

６．運営内容 

① エーキューブ通信（活動のお知らせ・参加者募集・その他連絡事項の伝達） ３回発行 

② 会員向け 活動のお知らせ・手順プリント等 随時発行 

③ その他、訪問施設や官公庁への文書、寄附への礼状など 

・仙台市ボランティアセンター 活動報告＆設備利用登録(継続) 

・官公庁手続き 

  宮 城 県  県民税申告・・・・・・・・・課税免除 

  仙 台 市   法人市民税申告・・・・・・・課税免除 

         2021年度業務報告 

・エーキューブホームページ・ブログの随時更新（事業報告・参加動物・イベント案内 他） 

・CANPANへ 2021年度業務・会計報告及び 2022年度予算・活動計画書の掲載 

②  事務局体制 

事務局長：千葉浩二 

事務局員：齋藤文江（会計担当） 

③  会員数 

2022年 4月  1日現在 57名（正会員 54名、ボランティア会員 3名） 

2023年 3月 31日現在 57名（正会員 54名、ボランティア会員 3名） 

運営報告 
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１． ２０２２年度特定非営利活動に係る事業会計財産目録（NPO会計基準） 

   

特定非営利活動法人エーキューブ  2023 年 3 月 31 日 

科目・摘要 金額（単位：円） 

Ⅰ 資産の部       

  １ 流動資産       

    現金       

       現金手許有高 15,087     

      郵便振替（ゆうちょ銀行 ﾄｸﾋｴｰｷｭｰﾌﾞ） 0     

      郵便振替（ゆうちょ銀行 ﾄｸﾋｴｰｷｭｰﾌﾞｾﾝﾀﾞｲ） 1,184,350     

        普通預金（七十七銀行 加茂出張所） 468,751     

        郵便預金（ゆうちょ銀行） 194,471     

    立替金 0     

    仮払金 0     

    貯蔵品（切手類） 795     

   流動資産合計   1,863,454   

  ２ 固定資産 0     

    固定資産合計   0   

資産合計（A）     1,863,454 

Ⅱ 負債の部       

  1 流動負債       

   前受金       

     2023 年度会費 61,000     

   預り金       

     未払い経費他 4,300     

        

        

   流動負債合計   65,300   

  ２ 固定負債 0     

   固定負債合計   0   

      負債合計（Ｂ）     65,300 

Ⅲ 正味財産     1,798,154 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動決算報告 

報告 
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２． ２０２２年度特定非営利活動に係る事業会計貸借対照表（NPO会計基準） 

 

特定非営利活動法人 エーキューブ  2023 年 3 月 31 日 

  金額（単位：円） 

Ⅰ 資産の部       

  １ 流動資産       

    現金預金 1,862,659     

    立替金 0     

    貯蔵品（切手類） 795     

   流動資産合計   1,863,454   

  ２ 固定資産       

    固定資産 0     

    固定資産合計   0   

 資産合計     1,863,454 

Ⅱ 負債の部       

  1 流動負債       

   前受金 61,000     

   預り金 4,300     

   流動負債合計   65,300   

  ２ 固定負債       

    固定負債 0     

   固定負債合計   0   

 負債合計（Ｂ）     65,300 

Ⅲ 正味財産の部       

   前期繰越正味財産   1,807,001   

   当期正味財産増加額   △ 8,847   

 正味財産合計     1,798,154 

 負債及び正味財産合計     1,863,454 
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３． ２０２２年度特定非営利活動に係る事業会計活動計算書（NPO会計基準） 

2022 年 4 月１日から 2023 年 3 月 31 日まで 

 特定非営利活動法人エーキューブ 

科  目 金額（単位：円） 

Ⅰ 経常収益       

 １ 受取会費       

    正会員受取会費   90,000   

    賛助会費受取会費   0   

    ボランティア会員受取会費   1,500   

 ２ 受取寄付金       

    受取寄付金     68,180   

    東日本大震災支援金   0   

 ３ 受取助成金等       

      仙台市被災動物救護対策本部支援金   0   

 ４ 事業収益       

   動物愛護普及啓発に係わる事業   0   

 ５ その他収益       

    受取利息 4     

    雑収入 50     

    保険料 10,800     

    保健衛生費 0 10,854   

     経常収益計     170,534 

Ⅱ 経常費用       

 １ 事業費       

  （１）人件費       

   人件費計 0     

  （２）その他経費       

   通信費 8,554     

   携帯電話通信費 0     

   印刷製本費 8,500     

   消耗品費 32,060     

   会議費 0     

   接待交際費 0     

   保健衛生費 15,295     

   旅費交費費 12,000     

   荷造運搬費 0     

   保険料 0     

   研修費 0     

   支払手数料 0     

   図書研究費 0     

   諸会費 0     

   雑費 0     

    その他経費計 76,409     

   事業費計   76,409   
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 ２ 管理費       

  （１）人件費       

   人件費計 0     

  （２）その他経費       

   通信費 18,871     

   携帯電話通信費 40,253     

   印刷製本費 4,484     

   消耗品費 11,968     

   会議費 2,962     

   接待交際費 0     

   保健衛生費       

   旅費交費費 6,000     

   保険料 10,800     

   研修費 0     

   支払手数料 595     

   図書研究費 0     

   諸会費 0     

   雑費 7,039     

   雑損 0     

   その他経費計 102,972     

   管理費計   102,972   

 経常費計     179,381 

    当期正味財産増減額     △ 8,847 

    前期繰越正味財産額     1,807,001 

    次期繰越正味財産額     1,798,154 

（注）特定非営利活動促進法第 28 条第 1 項の収支計算書を活動計算

書と呼んでいます。    
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４． 財務諸表の注記（NPO会計基準） 

 

 
 

 

1. 重要な会計方針

2. 事業別損益の状況
事業別損益の状況は以下の通りです。

科目

動物介在活動・介在

療法・介在教育並び

不登校に係わる事

業

動物の防災及び被

災動物の救護に係

わる事業

人と動物の関係に係

わる支援事業

動物愛護普及啓発

に係わる事業

その他、第３条の目

的を達成するために

必要な事業

事業部門計 管理部門 合計

Ⅰ経常収支

　　１．受取会費 0 91,500 91,500

　　２．受取寄付金 0 68,180 68,180

　　３．受取助成金等 0 0 0

　　４．事業収益 0 0 0 0

　　５．その他収益 0 10,854 10,854

経常収益計 0 0 0 0 0 0 170,534 170,534

Ⅱ経常費用

　　（１）人件費

　　　人件費計 0 0 0 0 0 0 0 0

　　（２）その他経費

　　　通信費 8,554 0 0 0 8,554 18,871 27,425

　　　携帯電話通信費 － － － 0 40,253 40,253

　　　印刷製本費 30 8,470 0 0 8,500 4,484 12,984

　　　消耗品費 32,060 0 0 0 32,060 11,968 44,028

　　　会議費 0 0 2,962 2,962

　　　接待交際費 0 0 0

　　　保健衛生費 15,295 － 15,295 15,295

　　　旅費交費費 12,000 0 0 12,000 6,000 18,000

　　　荷造運搬費 0 0

　　　保険料 10,800 10,800

　　　研修費 0 0

　　　支払手数料 595 595

　　　図書研究費 0 0

　　　諸会費 0 0

　　　雑費 7,039 7,039

　　　雑損 0 0

　　　その他経費計 55,939 20,470 0 0 0 76,409 102,972 179,381

経常費用計 55,939 20,470 0 0 0 76,409 102,972 179,381

当期経常増減額 △ 55,939 △ 20,470 0 0 0 △ 76,409 67,562 △ 8,847

3. 使途等が制約された寄付金などの内訳

2022年度無

内容 前期繰越額 当期受入額 当期減少額 次期繰越額 備考

4. 保有備品内訳

管理番号 購入日 購入金額

001 2007.8.24 5,221

002 2008.10.28 8,780

003 2009.1.31 59,800

004 2009.1.31 2,980

005 2009.1.31 29,800

006 2010.5.14 19,635

007 2010.9.9 18,600

008 2010.9.9 36,800

009 2011.3.28 0

010 2011.5.18 6,770

011 2015.9 17,280

012 2019.3 16,200

5. その他

携帯電話 au 009へ機種変更のため廃棄

財務諸表の作成は、NPO法人会計基準（2010年7月20日NPO法人会計基準協議会）によっています。
同基準では、特定非営利活動促進法第28条第1項の収支計算書と呼んでいます。

品名 メーカー・型名 備考

ラミネーター

ビデオカメラ 日立　DZ-HD90

ビデオカメラ用三脚 TSC　TS-004

カラープリンター Canon　ix5000 H28年度故障につき廃棄

トリミングハサミ

ICレコーダー SONY　ICD-SX950/B

ポータブルDVDプレーヤー 東芝  SD-P12DTK B

携帯電話 au AQUOS SHF34 機種変更

携帯電話 au PT002 機種変更 011へ機種変更のため廃棄

ポラロイドカメラ FUJIFILM instax　mini55 2016.3.31劣化廃棄

携帯電話 au AQUOS SHF31 機種変更 012へ機種変更のため廃棄
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監査報告 
 

 

 

 


